
1

1

これまでの取り組みについてこれまでの取り組みについて

新潟市新潟市都市政策部都市政策部都市交通政策課都市交通政策課

資料 ２

新潟市の交通に
関する現状と課題
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例えば、移動手段の選択

交通手段別構成比の推移

資料：新潟都市圏パーソントリップ調査，新潟市内都市交通特性調査

17.3％増
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例えば、CO2の排出量

※交通手段別構成においても、政令市の中で「クルマ」の割合が一番高い
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例えば、バス利用者数の減少

10年間で
40％減

20年間で
65％減

バス利用者数の推移（H2～H22）

※新バスシステムの開業によりバス利用者数は微増に転じている 5

例えば、バスについての悪循環

路線の減便・廃止などの
サービス低下

利用者の減少 サービス維持困難

※新バスシステムの開業により悪循環に歯止めがかかりつつある 6
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新潟市が目指す交通体系
（公共交通ネットワーク）
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田園に包まれた多核連携型都市
－新潟らしいコンパクトなまちづくり－

めざす都市のすがた

平成２０年７月

政令市新潟の都市づくりの方針 【新潟市都市計画マスタープラン】
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新潟市がめざす交通体系

にいがた交通戦略プラン
～都市・地域総合交通戦略～

（H20～H29）

都心アクセスの強化

生活交通の確保維持・強化

都心部での移動円滑化

地
域
や
関
係
者
と

の
連
携

新潟市がめざす公共交通ネットワーク 9

拠点間の連携不足

近くて遠い都心

都心へのアクセスは
自動車が主体

目指すべき方向性

現 状

近くて遠い都心

拠点および
都心の連携を
強化する交通体系

近くて遠い都心暮らしやすいまち

拠点の魅力をさら
に高める交通体系

新潟市がめざす交通体系
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現 状

都心および都心周辺部

自宅

学校

公民館 区役所
病院

鉄道駅商店

生活圏
徒歩による移動圏域

田園地域

鉄道 既存バス路線

車が無いと日常の生活にも
不便を生じる、まちなかへも

行きづらい

商店街の衰退

まちなかの活力の
低下

公民館

病院

商店

生活圏

日常の行動圏域

田園地域

鉄道 既存バス路線

自宅
学校

鉄道駅

区役所

都心および都心周辺部

目指すべき方向性

車に頼らなくても
生活に必要な

サービスを享受でき
る日常生活圏

車を運転できない人の
ための交通確保

まちなかを結ぶ
サービスの強化

日常生活を支える
主要なサービス機
能を充実

新潟市がめざす交通体系
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都心アクセスの強化
【主な取組み状況】
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都心アクセスの強化
バス停上屋の整備

快適にバス（公共交通）を待つことができる環境を
提供し、持続可能な公共交通を構築する。

＜整備箇所（市）＞
・平成28年度末時点 21箇所

平成28年度整備箇所 「上山」バス停 13

都心アクセスの強化

14

全10箇所 1,168台
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自家用車と公共交通機関を組み
合わせて目的地まで移動するこ
とで，自動車の渋滞緩和や二酸化炭
素排出量の低減を図る取り組み ↑チラシ

←のぼり

都心アクセスの強化

15

新潟駅新潟駅万代シテイ万代シテイ白根方面白根方面過去過去

新潟駅新潟駅白根方面白根方面現在現在

新潟駅

34 (17%)

万代シティ

バスセンター
132 (66%)

万代シティ

バスセンター
104 (51%)

その他バス停

66 (32%)

その他バス停

68 (34%)

0 50 100 150 200 250

実験前

実験中

乗車人員(人/日)
・新潟駅→潟東営業所間の乗車数内訳 

実験前：H18 年 9月第 3 週平日平均 

            （旧９便） 

( )内はシェア－

減少

実験中：H18 年 10 月、11月、12 月、

H19年 1月第 3週平日平均

            （９便）

※H19.4 月以降本格運行 

万代シテイ万代シテイ

W74急 平日25本

新潟駅までアクセスできる急行便の運行 H19.4～

都心アクセスの強化
南区方面骨格幹線バス（国道８号）
のバス利用サービスの向上
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広域能動で国道
8号の渋滞回避

凡　　　　　例

高速道路

主要道路パークアンドライド
駐車場設置

高速道路でスイスイ

高速道路を活用したバス路線の社会実験実施

平成24年度.平成25年度実施

都心アクセスの強化
南区方面骨格幹線バス（国道８号）
のバス利用サービスの向上

17

都心アクセスの強化

バス交通のサービス向上、自動車から公共交通利用への促進を促すことを目的に、軌道
系の公共交通が利用できない南区、東区の一部地域において、路線バスの最終ダイヤ
を鉄道と同様の時刻に設定することで、都心へのアクセスを容易にする環境整備を推進
する社会実験を実施。

H24 H25 H26 H27
（前期）

H27
（後期）

H28

収支率
（％）

26.2 26.3 39.0 32.8 17.3 13.9

乗車人数
（人/便） 22.0 23.0 29.5 29.5 12.9 16.5
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都心アクセスの強化

社会実験に併せ、パーク＆ライドやフィーダーバス増便などの社会実験を実施し、利便性
の向上に努めたが、沿線高校の学生数の減少などにより、目標としていた1日当たり350
人の利用者増には至らなかった。

＜事業概要＞
・事業区間 ＪＲ越後線 内野駅～吉田駅間（20.5km 区間７駅）
・事業主体 新潟市、燕市

19

都心アクセスの強化

市道弁天線（マルヤマビル前～南長潟：3.2km） 

主要地方道黒埼インター線 

（青山道下～寺地：1.3km）

主要地方道新潟亀田内野線 

（青山道下～千歳大橋西詰：1.9km） 

国道 7 号、県道新潟港沼垂線 

（北陸ガスビル前～万国橋：2.2km） 

国道 113 号（紡績角～松浜橋西詰：7.7km） 

西大通り（旧 116 号） 

（坂井砂山２～関屋昭和町：6.9km） 

平成19年から平成20年にかけて西大
通りと国道113号に設置

PTPS導入状況 20
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車両塗装デザイン・愛称は公募 21

バスロケーションシステムの導入
(平成13年～）

平成13年から平成27年まで運
用、年間200万アクセス

バス利便性の向上

にいがたバスi

■スマートフォン画面

■パソコン画面

にいがた新バスシステム
時刻・運賃検索

平成27年から運用、
バスロケに加え時刻検索・乗換え検索が可能

生活交通の確保維持・強化
【主な取組み状況】
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南区江南区

西蒲区秋葉区

北区

西区

①区バスの運行

 政令市移行による区制の導入に伴い，区役所までの
新たな移動ニーズや区のまちづくりに対応するために
運行

【中央区を除く７区11路線】

東区

23

①区バスの運行

区バスを親しんでもらうための取り組み

・ゆるきゃらラッピング

・ゆるきゃらバスガイド

3台の区バスにゆるきゃらでラッピング（笹団子郎・花野古町，ぬたりん）

笹団子郎・花野古町が東区を観光案内！

・車内アナウンスの強化
路線情報，他の路線バスとの結節情報，英語アナウンスの導入（全系統）
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①区バスの運行
区バスの利便性向上に向けて

（平成27年1月13日から運用開始）

・区バス位置情報システム（e区バス）の運用

平成27年1月13日
から，区バス全路線
で運用を開始！

25

②住民バスへの支援

 バス路線の廃止問題を抱える地区や公共交通空白・
不便地域において，地域住民が主体となって運行。
新潟市は運行を支援。

おらってのバス～北区～

カナリア号～江南区～ 横バス～江南区～

【１１地区１５路線】

にこにこ号～中央区～

Qバス～西区～

26
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②住民バスへの支援

Qバス～西区～

・毎日運行
・運賃200円均一（小学生100円）
※支払方法：現金またはICカード
・運行委託事業者：新潟交通観光バス㈱

27

区バス・住民バスの利用者は年々増加！

年度 区バス 住民バス

H17 0千人 102千人

H18 0千人 131千人

H19 105千人 123千人

H20 133千人 135千人

H21 158千人 126千人

H22 155千人 143千人

H23 174千人 161千人

H24 194千人 177千人

H25 208千人 186千人

H26 242千人 191千人

H27 265千人 201千人

H28 266千人 216千人

1.8倍2.5倍

③区バス・住民バスの利用者推移

28
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④バリアフリー化の推進
（生活交通バリアフリー化推進事業）

【区バス】

小型ノンステップバス車両の導入

生活交通のバリアフリー化を重点的に推進し、利用
環境の整備や利便性を向上することで、バス利用者の
増加を図る。

【路線バス・区バス・住民バス】

バリアレス縁石の導入
29

小型ノンステップバス車両の導入

＜ 区バス導入車両イメージ ＞
・日野ポンチョ ロング２ドア
・乗車定員 36人
（座席11＋立席24＋乗務員1）

・車両デザインについては、公募を
検討中（市内デザイン専門学校等）

日野ポンチョカタログより
30

④バリアフリー化の推進
（生活交通バリアフリー化推進事業）

10台導入を目指す
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バリアレス縁石の導入
バリアレス縁石とは・・・
バス停留所において、バス車両が正着できるように側面形状を
工夫した縁石のこと。
滑り止め用突起の設置

凹凸部分にタイヤが
乗ると運転士に振
動が伝わる

車体があたらない

ような形状

平成28年度
実証実験として、秋葉区バス「秋葉区
役所前」バス停に設置

国産の縁石、
小型ノンステップバス対応では

全国初！ 31

④バリアフリー化の推進
（生活交通バリアフリー化推進事業）

④バリアフリー化の推進
「新潟市交通バリアフリー化基本構想」に基づき、
交通事業者が実施する鉄道駅等の旅客施設の昇降設備
等の整備に支援を行う。

＜ 平成28年度まで ＞
・国の基本方針に基づき整備をしている
バリアフリー化進捗率

11駅/14駅＝約76％

↑ エレベーター設置事例（東新潟駅）

32
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都心部での移動円滑化
【主な取組み状況】

33

車両塗装デザイン・愛称は公募 34

都心部での移動円滑化 ～オムニバスタウン計画～

平成19年から平成23年にかけてノンステップバスを110台導入
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車両塗装デザイン・愛称は公募 35

都心部での移動円滑化 ～オムニバスタウン計画～

ICカード「りゅーと」 キャラクター

乗車時

ＩＣカード流通枚数は 約170,000枚 （H29.3時点）

都心部での移動円滑化 ～ＢＲＴ・新バスシステムの導入～

車両塗装デザイン・愛称は公募

●都心部での運行本数を集約し効率化
●乗換拠点を設けることで多方面への移動が容易に
●情報案内の充実で利便性が向上

36

利用者の微増（H27開業後 +0.8%）
路線の増便（H27開業後 +約450本)
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開業に向けたPR

ポスターを設置した様子 →
(JR新潟駅前バス乗り場)

← 開業PR
ポスター

交通結節点の整備

トータルデザインを採用した施設整備

車 両 BRT駅

青山結節点市役所ターミナル

乗り換え案内表示(青山イオン内)

都心部での移動円滑化 ～ＢＲＴ・新バスシステムの導入～

37

15,000,000 

16,000,000 

17,000,000 

18,000,000 

19,000,000 

20,000,000 

21,000,000 

開業前

平成26年9月～

平成27年8月

開業後

平成27年9月～

平成28年8月

約1,986万人 約2,001万人

【人】

0.8% 増加

新バスシステム開業前後のバス利用者数を比較すると、
開業前に比べ、微増しており利用者減少には歯止めがかかった。

都心部での移動円滑化 ～ＢＲＴ・新バスシステムの導入～

38

10年間で
40％減

20年間で
65％減
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空港リムジンバス
(平成21年～）

都心部での移動円滑化 ～新潟空港アクセス～

～

新潟駅南口～新潟空港をノンストッ
プで運行。ゆとりある座席で，5か
国語（日・英・中・韓・露）対応の
音声・モニター案内

39

年度 利用者数

H21 184,186人

H22 177,555人

H23 175,551人

H24 200,794人
H25 208,601人

H26 227,355人

H27 219,419人
H28 226,448人

都心部での移動円滑化 ～道路の役割分担～

(モール、歴史・文化)

都心部道路の役割分担と道路空間の再構築

40
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地域や関係者との連携
【主な取組み】

41

ＭＭの目的
クルマへの依存→公共交通の衰退、ＣＯ2排出→クルマに
過度に頼らない移動→公共交通、歩き、自転車への転換

地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

協議会メンバー
・商工会議所
・公共交通運行事業者
・利用者代表（NPO法人）
・官公庁関係者 ほか

ＭＭ（モビリティ・マネジメント）とは
自発的な交通行動の変化を促すコミュニケーション

を通じた交通施策

42
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舵を切る舵を切る

43

～公共交通及び自転車で移動しやすく快適に歩けるまちづくり条例～
「公共交通や自転車で移動しやすく快適に歩けるまちづくり」を目指して，その方向
性を明確にし，市民と目的を共有するための条例を平成２４年７月に制定しました

地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

43

地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

市内公共交通の乗り方案内冊子

新潟市交通マップ

カロリーマップ エコ通勤推進冊子

44
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地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

１．エコ通勤

２．HPに報告

３．景品GET!!
報告ページ

景品例 （ステンレスボトル、スポーツタオル、エコバック、LEDライト、メモ帳、ほか）
45

新潟市交通お役立ちサイト 検 索

地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

46
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地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

６５歳以上の方

バスの運賃が半額

おでかけを促進

まちなかの活性化

健康寿命の延伸

47

H28年度末参加者数

30,943人（65歳以上人口の約14%が参加）

展示物：パネル、顔出しパネル、バスの乗り方案内
配布物：チラシ各種
その他：公共交通に関するクイズの実施

地域や関係者との連携 ～クルマに過度に頼らない移動へ～

48


